
　岩手県宮古市に本社を置く丸光商事は、1947年（昭和22年）の創業以来、LPガス
等の燃料販売をはじめ、上下水道設備・給排水設備工事、リフォーム事業等を営み、
お客さまの生活に密着した企業として地域の復興に貢献している。

株式会社丸光商事

　あの東日本大震災から12年、復興す
る街「宮古」。その街のエネルギーの中核
を担う同社で取材に対応頂いたのは代
表取締役専務の小久保健太郎さんと及
川哲史さん。おふたりとも笑顔が素敵
で、こちらからの質問に明確にお答えい
ただいた。
　同社は、大震災で大黒柱であった当
時の社長を失い、ご子息たちがあとを継
いだ。主な事業としていたガソリンスタン
ドは被災したもののLPガス事業は無傷だった。ガソリンスタンドは、「復興特需」で持
ち堪えていたものの、復興特需の終焉を目前にLPガス事業を柱として会社再興を図
ろうした。自社単独での再興は難しいと判断した当時の経営陣は、５年前に大手LPガ
ス事業者サイサングループの傘下に入ることを決断し、同社より小久保さんを迎え入
れた。
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　小久保さんは早速社内改革に乗り出すが、社員の高齢化、しかも決められた仕事し
かしない旧来の働き方を目の当たりにし、将来の事業継続に強い危機感を覚えていた。
　そこで、社内では専門性の高い業務として捉えていた検針業務を誰でも出来る業務
と捉え、社内での意見交換を経てLPWA導入を決定した。

事業継続の危機感から導入したLPWAとその効果

　もちろん、検針担当者の雇用問題が発生し
たが、彼ら自身が他業務への異動に将来を見
出せないことを覚り、身を引くかたちで解決を
みたという。
　「震災復興も一段落し、宮古市は人口減少が
続いている。そんな今だからこそ、思い切った
決断をしなければ事業継続は見込めない。
LPWA導入はそんな動きの序章に過ぎない」と
小久保さん。
　LPWAの具体的な効果については、「素晴ら
しいシステムの一語に尽きる。お客さまが安心
してガスをご利用いただける」と明確に回答。
補助金申請には多少の苦労はしたが、そこは
メーカーの全力サポートがあり乗り切ることが
出来た。
　宮古市は県内で一番面積の広い行政区で
あり、遠方の検針、保安にLPWAを役立てると
思われがちだが、まずは検針件数が集中する市街地に設置し検針効率を向上させた。
また、付帯効果として対面を好まない若い世帯への設置は歓迎されているという。
　取り付け作業については近隣のパートナー会社に委託し、社員は施工管理のみで
短期間で取り付けを完了、それまで月２０回のペースで行われていた検針期間を一気
に短縮した。
　お客さまからの電話対応は、埼玉県にある親会社のコールセンターで２４時間対応
し、殆どが一次対応で完結され、夜間出動は月１回程度と激減した。また、口座振替の
促進による売掛金回収の効率化、冬季のガス切れを未然に察知できる残量確認、少々

厄介な未納顧客の再開栓作業の非対面化
など、LPWAのメリットは枚挙にいとまがな
い。　結果として、燃料需要量（灯油も含め
た）の多い郊外のお客さまへの燃料転換
や、機器販売提案が出来る時間を捻出でき
るようになり、検針以外の訪問でお客さまと
コミュニケーションをとる機会を得ることが
出来るようになったという。
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　同社の掲げる、「保安なくして企業の存続なし」の理念のもと、保安を最優先とした企
業経営を行っていくため、引き続きLPWAの取り組みは継続する一方、その他の補助
金も活用して事業拡大していく予定という。そして「将来的に若い社員たちが希望を
もって働ける会社を作って行きたい」と先を見据える小久保さん。国の復興事業は一段
落、ここからは自分たちの力と知恵で生き抜く覚悟は出来ている。
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LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


